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 例年よりも遅い梅雨入りとなりましたが、県内のあちらこちらで真夏日を観測

するなど気候状況の厳しさを体感している状況です。そんな中でも子どもたちの

元気な声は響き渡り、日に日に近づく夏休みが待ち遠しい季節になりました。  

 さて、この度けんしん郡山文化センターを会場に第７２回福島県ＰＴＡ研究大

会郡山・田村大会を開催する運びとなりました。  

 社会環境が目まぐるしく変化する中、新型コロナウイルス感染症の５類移行か

ら丸一年が経過しました。子どもたちの日々の学校生活や未来をより活気に満ち

た明るいものとするために今、我々にできることは何なのか。 

県内各地より会員の皆様が集い、同じ時間を共有する事で、共に気づき、共に

学び、共に行動に繋げていける大会にできたらと考えております。  

多くの会員の皆様にご参加いただけることをお願いいたしましてご案内申し上

げます。 

令和６年７月  福 島 県 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 会 長  出川 正人 

郡山・田村大会実行委員会委員長  橋本  裕 



第７２回 福島県ＰＴＡ研究大会郡山・田村大会 
 

大会主題 

楽都郡山で奏でる、人と地域のハーモニー 
～ 予測困難な時代を笑顔でたくましく生きる子どもたちのために ～ 

 

１ 趣 旨 

自然災害、感染症、国家間の紛争、高度な情報化、人工知能の発達など、めまぐるしく変化する社

会環境の中において、これからの子どもたちは、たくましく生きていくことが求められている。予測

困難といわれる時代の中、次代を担う子供たちの笑顔と明るい未来のために、あらためて「人と地

域」の大切さを認識し、これからのＰＴＡが取り組むべきことについて、市制１００周年を迎えた郡

山市において、共に考え、話し合う意義ある大会にしたいと願い主題を設定した。 

 

２ 主 催 福島県ＰＴＡ連合会 

 

３ 共 催 郡山市教育委員会   田村市教育委員会   三春町教育委員会 

  小野町教育委員会 

 

４ 後 援 福島県教育委員会   福島県市町村教育委員会連絡協議会 

  郡山市   田村市   三春町   小野町 

福島県小学校長会   福島県中学校長会 

公益財団法人日本教育公務員弘済会福島支部 

 

５ 主 管 郡山市ＰＴＡ連合会   田村地方ＰＴＡ連合会 

 

６ 期 日 令和６年１０月１２日（土） 

 

７ 会 場 けんしん郡山文化センター 

 

８ 日  程  

12:30  13:00         13:30        14:40    15:00                     16:30 

 

 受付 

 

 

   全体会 

 

記念講演 

 

移動 

 

分科会 

第１分科会（健全育成） 

第２分科会（特別支援） 

第３分科会（家庭教育） 

 

９ 参加者 福島県内ＰＴＡ会員及び関係者（約１,２００名） 

 

１０ 参加費 2,500 円 

 

 

 



１１ 記念講演  

演題 「星とスミレを見つめて」 

 講師 玄侑宗久（げんゆう・そうきゅう）氏 

【玄侑宗久氏 プロフィール】 
1956 年福島県三春町生まれ。安積高校卒業後、慶応義塾大

学中国文学科卒。さまざまな仕事を経験したあと、京都天龍寺

専門道場に入門。 

2000 年「水の舳先」が第 124 回芥川賞候補になり、2001 年

「中陰の花」で第 125 回芥川賞を受賞。その後の小説作品に、

『アブラクサスの祭』、『化蝶散華』、『アミターバ 無量光

明』、『リーラ 神の庭の遊戯』、『テルちゃん』（以上、新

潮社）、『御開帳綺譚』、『龍の棲む家』（文藝春秋）、『祝

福』（筑摩書房）などがあり、ほかに仏教や禅にまつわるエッ

セイや対談本も多い。2007 年「般若心経 いのちの対話」で

第 68 回文藝春秋読者賞を受賞。近著にエッセイ集『無功徳』

（海竜社）、呼吸についての五木寛之氏との対談『息の発見』

（平凡社）、『禅のいろは』（PHP）などがある。2008 年福聚

寺第 35 世住職。また妙心寺派現代宗学委員。福島県警通訳。福島県立医大病院、経営審議

会委員。2009 年 4 月より京都・花園大学文学部仏教学科客員教授。2011 年 4 月から、新潟

薬科大学客員教授（応用生命科学部）。2009 年妙心寺派宗門文化章を受賞。2011 年東日本

大震災被災青少年支援のための「たまきはる福島基金」理事長。2012 年京都大学こころの未

来研究センター連携委員。また、震災後立ち上げた三春実生プロジェクト副代表。第 46 回

仏教伝道文化賞、沼田奨励賞を受賞。同年 10 月より、鈴木大拙館アンバサダー。2014 年

「光の山」にて平成 25 年度（第 64 回）芸術選奨文部科学大臣賞を受賞。2015 年「東天紅」

が第 41 回川端康成文学賞最終候補作となる。 

 

１２ 分科会 

分科会 区分 研究形式 分科会テーマ 会場・人数 講 師 

第 一

分 科

会 

健

全

育

成 

講 話 未来の主役となる子供たち 
大ホール 

７００人 

株式会社安藤塾 

代表 安藤 大作 様 

第 二

分 科

会 

特

別

支

援 

講 話 

子育てにユニバーサル・デザ

インを～『わかる世界』の中

で個性を生かす・認め合う～ 

中ホール 

４００人 

公益財団法人 金森和心会 

針生ヶ丘病院 発達心理課 

課長心得 横山 里美 様 

第 三

分 科

会 

家

庭

教

育 

講 話 
ＮＥＴ社会に生きる子どもた

ちと家庭 

集会室 

１００人 
スマイリーキクチ 様 

 



１３ 申し込みについて 

  各郡市ＰＴＡ連合会事務局校より配付される参加申込書に必要事項をご記入の上、各郡市ＰＴＡ連合

会事務局へご提出ください。各郡市ＰＴＡ連合会事務局校において参加申込を取りまとめます。 

 

１４ 駐車場について 

  

 

 

 

 

 

第７２回福島県ＰＴＡ研究大会郡山・田村大会実行委員会事務局 

郡山市立郡山第一中学校 

〒963-8862 郡山市菜根二丁目１番３１号  

TEL 024-932-5313 FAX 024-932-5312 

E-mail koriyama1-j@fcs.ed.jp 


